
原則として１年更新の有期労働契約。
原則１年更新とする。

勤務形態 通常勤務
フルタイム勤務（社員と同じ所定就業日数）とする。
フレックスタイム勤務（社員と同じ所定就業日数）とする。

一般年休 次の日数の年次有給休暇を与える（２０日/年）
半日年休 社員と同取扱い。
一斉年休 社員と同取扱い。

本給
担当職務に応じて時給として設定する。
一般社員と同じ就業日数、定年直前と同様の職務で、定年退職直前
の基準内賃金の50％程度。

各種勤務手当 時間外勤務手当、休日勤務手当、深夜勤務手当は社員と同扱い。
通勤手当 社員と同取扱い。
家族手当 適用しない。

期末手当
原則として社員の賞与に合わせて、期末手当あるいは寸志を査定
の上、支給する。
（水準は月手当相当額の1ヶ月程度/期とする）
社員と同取扱い。
支給しない。
社員と同取扱い。
評価期間中の業績に対して賞与評価を実施する。
実施しない。

寮・社宅 社員と同取扱い。
社会保険 関係法令の定めるところによる。

人間ドックの
料金補助

社員と同取扱い。

非組合員（60歳時組合員は、組合員から脱退する）組合員籍

給与・手当

福利厚生

時間割賃金
退職金
旅費
期末手当評価
時間外労働協定

日立ICSの「６０歳以上の再雇用制度」の概要（HICOS労組ニュース53号より抜粋）

雇用形態
契約期間

年休

該
当
者
が
「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た
い
」
と

希
望
し
て
も
、
会
社
か
ら
は
、
「
賃
金
は
定
年

時
の
半
分
で
、
週
三
日
勤
務
。
会
社
の
条
件
に

同
意
し
な
い
と
再
雇
用
は
な
い
」
な
ど
一
方
的

な
条
件
提
示
を
さ
れ
て
い
る
職
場
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
面
談
で
、
「
年
寄
り
が
い
つ
ま
で
も

い
る
と
職
場
が
活
性
化
し
な
い
」
「
若
い
人
を

入
れ
て
新
し
い
仕
事
の
や
り
方
が
必
要
」
な
ど
、

四
十
数
年
働
い
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
の
人
格
を
否

定
す
る
よ
う
な
こ
と
ば
に
、
「
俺
は
、
も
う
い

い
、
と
断
っ
た
」
と
い
う
人
も
。
こ
れ
で
は
、

法
律
の
趣
旨
で
あ
る
「
厚
生
年
金
支
給
開
始
年

齢
ま
で
の
安
定
し
た
生
活
と
雇
用
の
確
保
」
は

果
た
せ
ま
せ
ん
。

職
場
の
状
況
に
よ
っ

て
、
雇
用
延
長
の
条

件
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

る
よ
う
で
す
。
面
談

で
は
、
自
分
の
希
望

を
キ
チ
ン
と
伝
え
る
こ
と
、
す
ぐ
に
結
論
を
だ

さ
ず
に
、
問
題
が
あ
れ
ば
労
働
組
合
に
相
談
す

る
な
ど
し
て
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
条

件
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

一
方
、
賃
金
、
勤
務
形
態
以
外
の
制
度
内
容

が
提
示
さ
れ
て
な
い
た
め
、
雇
用
延
長
後
の
働

く
条
件
が
見

え
ま
せ
ん
。

労
働
組
合
と

し
て
制
度
内

容
を
開
示
す

る
必
要
が
あ

り
ま
ま
す
。

（
左
表
は
、

日
立
Ｉ
Ｃ
Ｓ

の
制
度
内
容

の
抜
粋
）
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日 立 懇

雇用延長制制度に

☆
ご
存
知
で
す
か
☆

60
歳
に
達
し

た
月
か
ら
65

歳
に
達
す
る
月
ま
で
の
間

に
、
支
払
わ
れ
た

賃
金
の
額
が
60
歳

到
達
時
賃
金
の
61

％
未
満
で
あ
る
月

に
つ
い
て
は
新
賃

金
の
額
の
15
％
相

当
額
が
、
61
％
以

上
（
か
つ
75
％
未

満
）
の
と
き
は
15

％
か
ら
逓
減
し
た

て
い
げ
ん

給
付
率
で
支
給
額

と
賃
金
を
あ
わ
せ
て
60
歳

到
達
時
賃
金
の
最
大
75
％

を
超
え
な
い
範
囲
で
給
付

金
が
支
給
さ
れ
る
仕
組
み

で
す
。

高年齢雇用継続給付金

職場では該当者にたい
する雇用延長の面談が

おこなわれていますが。



「
デ
ー
ト
よ
り
仕
事
優
先
」

と
は
・
・
？

今
年
の
「
新
入
社
員
の
意
識
調

査
」
（
社
会
経
済
生
産
性
本
部
）

で
、
「
デ
ー
ト
の
約
束
が
あ
っ
た

時
、
残
業
を
命
じ
ら
れ
た
ら
、
デ
ー

ト
を
や
め
て
仕
事
を
す
る
」
と
回

答
し
た
人
が
80
．
1
％
（
女
性
：

85
％
、
男
性
：
77
．
２
％
）
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
「
や
っ

ぱ
り
雇
用
の
厳
し
さ
の
あ
ら
わ
れ

な
の
か
な
あ
」
と
か
、
「
で
も
、

新
人
で
８
割
と
い
う
の
は
多
す
ぎ

な
い
か
」
「
今
は
、
ノ
ル
マ
も
あ

る
し
、
断
り
づ
ら
い
か
も
し
れ
な

い
」
「
俺
は
、
仕
事
よ
り
デ
ー
ト

優
先
だ
っ
た
よ
」
「
う
ち
の
職
場

も
そ
う
な
の
か
な
ぁ
」
と
は
中
高

年
た
ち
の
感
想
。
（
情
制
シ
）

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン

さ
て
何
に
使
っ
た
ら
・
・
？

社
内
福
利
制
度
の
一
つ
と
し
て
、

旅
行
や
日
立
の
家
電
品
を
購
入
し

た
場
合
な
ど
に
約
４
万
円
（
年
間
）

が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

前
年
分
を
１
年
だ
け
繰
り
越
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
９
万
円

も
「
貯
め
て
い
る
」
人
も
少
な
く

な
い
よ
う
で
、
「
何
に
使
っ
た
ら

い
い
の
か
な
ぁ
」
と
み
ん
な
の
悩

み
の
タ
ネ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
が
切
れ
る
期
末
間
際

に
な
っ
て
「
電
器
屋
に
か
け
こ
ん

で
テ
レ
ビ
を
買
っ
た
」
と
い
う
人

も
あ
ら
わ
れ
ま
す
が
、
「
そ
ん
な

面
倒
な
こ
と
を
し
な
い
で
現
金
で

支
給
し
て
欲
し
い
よ
」
と
い
う
声

も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

（
注
）
電
力
事
業
部
関
連
で
は
制
度

凍
結
中
。

「
教
育
勅
語
」
礼
賛
と
は
・
・

出
勤
時
、
多
賀
駅
で
民
主
党
が

演
説
を
し
な
が
ら
黄
色
い
ビ
ラ
を

配
布
し
て
い
た
。

「
民
主

号
外

衆
議
院
議
員

大

畠
章
宏
特
集
号
」
と
あ
り
、
見
出

し
に
は
「
歴
史
的
に
疑
問
。
与
党

だ
け
の
『
教
育
基
本
法
改
正
』
」
。

教
育
基
本
法
改
定
審
議
で
の
、
教

育
勅
語
（
ち
ょ
く
ご
＝
天
皇
が
直

接
国
民
に
発
す
る
言
葉
）
を
「
現

代
社
会
が
失
い
つ
つ
あ
る
誠
に
的

を
射
た
立
派
な
教
え
」
と
い
う
氏

の
発
言
を
紹
介
す
る
も
の
。

平
和
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の

労
働
組
合
が
推
し
た
議
員
が
、
侵

略
戦
争
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ

た
教
育
勅
語
を
国
会
で
礼
賛
し
、

堂
々
と
宣
伝
し
て
い
る
な
ん
て
、
・
・
・
。

「
昨
年
１
月
に
運
転
開
始
し
、
今
年
４
月
の

定
期
点
検
後
に
運
転
再
開
し
た
ば
か
り
の
中

部
電
力
浜
岡
原
発
５
号
機
で
低
圧
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
の
羽
根
が
折
損
。
原
子
力
安
全･

保
安
院

は
短
期
間
で
の
破
損
事
故
を
重
く
見
て
、
今

年
３
月
に
運
転
開
始
し
た
ば
か
り
の
同
型
の

北
陸
電
力
志
賀
原
発
２
号
機
も
点
検
を
指
示
」

と
い
う
新
聞
報
道
（
７
月
１
日
付
各
紙
）
が

目
を
ひ
い
た
。

今
年
２
月
に
茨
城
県

内
の
原
子
力
機
関
や
自

治
体
が
開
い
た
講
演
会

で
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
の
柳
田
邦
男
氏
（
写
真
）
は
「
バ
ー

チ
ャ
ル
（
仮
想
的
）
な
情
報
を
過
信
せ
ず
、

現
場
の
人
間
の
目
を
信
じ
る
こ
と
。
技
術
の

伝
承
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
」
な
ど
、
一
流

企
業
の
「
日
本
病
」
へ
の
警
告
を
述
べ
て
い

る
。
（
原
子
力
広
報
誌
「
あ
す
」1

2
8

号
）
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モ
ノ
づ
く
り
の
原
点
は
「
信
頼
さ
れ
る
製

品
づ
く
り
」
に
あ
る
は
ず
だ
が
、
目
先
の
利

益
の
み
を
優
先
す
る
こ
と
で
結
果
的
に
大
き

な
損
失
を
だ
し
て
い
る
と
い
う
面
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

強
度
な
ど
は
実
動
試
験
で
十
分
に
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、
今
回
は
ど

う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
該
当
職
場
は
大
変
だ

ろ
う
が
、
こ
れ
か
ら
の
対
策
が
注
目
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。

浜岡原発 タービン羽根破損

信頼される製品づくり・・・どうやって？


